
－豊かなパブリックスペースを創出するための
　　　具体的事例を踏まえた都市デザイン体制論－

　国内先進事例［ISV・UDC］は、わがまちでも実現できるのか？

第 17 回

主催者・事務局
　ACTION for Public Space 推進会議
                         （udc）

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター
         E-mail info@udc.or.jp

 

※フォーラム参加は無料です。
※参加は申し込み順です。左記のアドレス宛てに、 
   件名「第 17 回フォーラム参加希望」と記載の上、
   氏名、所属、メルアドを記載の上お申し込み下さい。
※定員に達し次第申し込みを打切ります。

平成 29 年 9月 13日（木）15:00 ～ 17:00
会場：エコッツェリア「３×３ラボ・フューチャー」
　　     （東京都千代田区大手町 1-1-2 大手門タワー・JX ビル 1 階）　
           http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html

　公益財団法人都市づくりパブリックデザインセンター (udc) は ACTION for Public 
Space 推進会議を設置して、魅力ある創造的な都市・地域空間の再興を推進する方策

（ACTION for Public Space）を調査研究しています。
　このフォーラムは全国の問題意識を共有する皆さんと課題を共有化し、活動を進め
て行く一助として開催します。

cross

talk

専門家が地域に根ざし、その土地の歴史や風土、ヴィジョンを理解した上で、自治体に伴走するような「体
制」を敷くことによって、その都市・地域にふさわしいパブリックスペースを生み出すことができると
したら、それは一体どのような仕組みとしてはたらいているのであろうか。その具体例として、柏の葉アー
バンデザインセンター、長崎市景観専門監、地方創生人材支援制度の実践者を招き、実践事例を紹介し
てもらうとともに、われわれ APS 推進会議を含めた 4 者それぞれの特性と差異について議論し、それぞ
れの体制の特質を浮き彫りにしたい。

・UDCK（柏の葉アーバン
   デザインセンター )
　副センター長
・㈱プラスエム計画室代表
・東京大学非常勤講師

・長崎市景観専門監
・九州大学准教授
・ISV 協会

・久御山町アドバイザー  
  （地方創生人材支援制度）
・一般社団法人RCF
・茨城大学社会連携
  センター顧問兼務
・ISV 協会

・愛媛大学講師
・UDCM（松山アーバン
  デザインセンター
  ディレクター
・ISV 協会
・APS 推進会議

三牧浩也高尾忠志

山本慎一郎 尾崎信

司会進行：尾崎信 ( 前掲）
全体統括：佐々木政雄（（株）アトリエ 74 建築都市計画研究所代表／ APS 推進会議）



都市
＋

デザイン

【ISV】インハウス・スーパーバイザー協会：
　まちづくりの現場では、地方自治体内（インハウス）に専門家を監修者（スーパーバイザー）として迎え、縦割りを超えて
総合的かつ戦略的に施策を推進する取組みが増えています。
　本協会は、これら「インハウス・スーパーバイザー」を実践するメンバーで構成され、その実践や研究の成果を発信し、
インハウス・スーパーバイザーの普及と定着を目指しています。
　https://isv.localinfo.jp/

＞＞三牧浩也 　Hiroya MIMAKI 
・UDCK（柏の葉アーバンデザインセンター）　副センター長
・㈱プラスエム計画室代表
・東京大学非常勤講師

1977 年生まれ。2001 年東京大学大学院工学系研究科都市
工学専攻修了。同年、㈱日本都市総合研究所入所し、各地の
まちづくり構想の策定や公共空間活用に関わる調査などに従
事。2010 年より UDCK 専任副センター長に就任し、柏の葉
の現場でまちづくりの推進業務に携わる。2012 年（株）プ
ラスエム計画室を立ち上げ。技術士（建設部門）。ＵＤＣＫに
おける実績に関して、都市計画学会石川賞、まちづくり法人
国土交通大臣賞、グッドデザイン賞などを受賞。

＞＞高尾忠志　Tadashi TAKAO
・長崎市景観専門監
・九州大学准教授
・ISV 協会

地域計画家。博士（工学）。技術士（建設部門）。専門は地域計画、
景観、土木デザイン。九州大学持続可能な社会のための決断科学
センター准教授、長崎市景観専門監、由布市総合まちづくりアド
バイザー、日南市中心市街地活性化事業チーフディレクター、総
務省地域人材ネット地域力創造アドバイザー等を務める。2002
年東京大学大学院修了後、（株）アトリエ 74 建築都市計画研究所、
九州大学景観研究室を経て 2014 年より現職。土木学会デザイン賞
奨励賞、グッドデザイン賞、都市景観大賞景観まちづくり活動・
教育部門大賞（国土交通大臣賞）、日本都市計画学会九州支部九州
まちづくり賞等を受賞 . 由布市市政功労者表彰（地域振興功労）。
https://takaotadashi.localinfo.jp

＞＞山本 慎一郎 　Shinichiro YAMAMOTO
・久御山町アドバイザー（地方創生人材支援制度）
・一般社団法人RCF
・茨城大学社会連携センター顧問兼務
・ISV 協会

1977 年東京生まれ。東京大学工学部都市工学科卒業後、2000 年
に建設省（現国土交通省）に入省。外務省に出向し、タイの日本
大使館勤務も経験。国土交通官僚として、公共工事品確法（議員
立法）や景観法の施行等に関わる。国土交通省から民間に転じ、
2013 年一般社団法人RCF 復興支チーム ( 現 RCF) に参画。また、
政府の地方創生人材支援制度（日本版シティマネージャー制度）
により奈良県明香村政策監（非常勤：2015・16 年度）、京都府
久御山町地方創生政策アドバイザー（同：2017 年度〜）を務める。
茨城大学社会連携センター顧問兼務。土木学会景観・デザイン委
員会委員兼幹事。2003 年政策研究大学院大学修了（開発政策修士）
表面プロフィール写真撮影：宮田昌彦

＞＞尾崎 信 　Shin OSAKI
・愛媛大学講師
・UDCM（松山アーバンデザインセンター）   ディレクター
・ISV 協会
・APS 推進会議

博士（工学）。専門は都市・地域計画、景観、まちづくり。
2005 年東京大学大学院修了後、（株）アトリエ 74 建築都市
計画研究所、東京大学助教（景観研究室）を経て 2014 年よ
り現職。民間から東京大学助教（景観研究室）を経て、現在、
松山アーバンデザインセンター（UDCM）ディレクター。
芝浦工業大学非常勤講師。掛川市都市計画審議会長、長崎県
長崎駅周辺エリアデザイン調整会議委員、平泉町景観審議会
委員、岩手県派遣まちづくり専門家（大槌町）等を務める。
グッドデザイン賞ベスト 100・特別賞（復興デザイン賞）、
こども環境学会活動奨励賞等を受賞。

【UDC　ネットワーク】
　行政都市計画や市民まちづくりの枠組みを超え、地域に係る各主体が連携し、都市デザインの専門家が客観的立場から携わる
新たな形のまちづくり組織や拠点を「Urban Design Center:UDC」と捉えています。
　国内外事例を研究すると共に、UDCK 自らが " 実証実験モデル " となって、UDC ネットワークを全国に展開しています。
　http://www.udck.jp/network/




